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リアルタイム非破壊検査欠陥検出システム「コーニシュセンサ」 

～金型のお医者さんがプレス成型品の健康状態をチェック！～ 

 

株式会社小西金型工学 
 

 

プレス加工後の品質検査手法として、目視や検査治具を用いた検査が未だに一般的で、検査員のコストが発生することが課題とな

っています。この検査方法ではプレス加工機の速い加工サイクルと同期した全数検査は極めて困難で、不良発生時の対応が遅れる

と、ロスコストの増加や新規プレス加工品の量産立ち上げ期間の長期化といった問題に繋がります。そこで、当社ではプレス成型品

に対する超音波探傷試験法を用いて、順送型プレス加工の工程内においてリアルタイムで明確に欠陥評価ができるシステムを開発

しました。このシステムを導入すると、リアルタイムで不良品を廃棄することができるため、生産ロット数が保証され、製品不良に

よるリコールのリスクが低減できるメリットがあります。 

 

加工中に成型品の欠陥を見える化 

 プレス金型用に開発したコーニシュセンサ(CS)を金型に取り付けることで、金型部品を介して成型品のシワやワレ等の欠陥評価

を行います。独自開発した CS は従来センサより小型に設計されているため、金型 1面につき 4つ以上の CS を適切な位置に設置する

ことが可能です。また、プレス加工時に成型品の超音波探傷測定を行うことで、金型部品で覆われた成型品でも画像として欠陥の可

視化することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレス・センサ技術 

▲超音波探傷検査によるプレス加工中、リアルタイムに欠陥評価する技術を確立 
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製品名 コーニシュセンサ（CS）システム 

 

想定ユーザー 自動車部品メーカー、家電メーカー、樹脂加工メーカー等 

 

 プレス加工後の品質検査手法として、目視や検査治具を用いた検査が一

般的で、検査員のコストが発生、大きな課題となっています。この検査方法

ではプレス加工機の速い加工サイクルと同期した全数検査が困難です。 

当社の非破壊検査欠陥検出システムはプレス加工中に、リアルタイムで不

良品を検知し、不良品を連続して成形することなく生産を一時停止するこ

とができます。ゆえに、後工程に検査工程を設ける必要がなく、人員コスト

を削減でき、生産ロット数が保証され、リコールのリスクを抑えることが

できます。今後は新技術と金属プレス金型作成で長年培った提案力を合わ

せ、さらなる販路拡大に努めたいと考えています。 

また、転用技術として、樹脂成型機に対しても本システムを導入し、プラ

スチック部材に対して利活用できることが期待されます。 

 

製品名 住宅設備機器・鋼製家具・家電製品・給湯器 

部品用の金型製造 

 

想定ユーザー 住宅設備機器メーカー、鋼製家具メーカー、家電メーカー、給湯器メ－カー等 

 

 独自製法による金型技術全体を総合して「CORNICHE®（コーニシュ）」というマークでブランド化を深めつつ、コーニシュセンサシ

ステムに蓄積したデータを利活用し、金型製造技術をさらに進化させています。加えて、3R（廃棄物の発生抑制：Reduce、再使用：

Reuse、再利用：Recycle）の世界の潮流を受け、限られた資源に付加価値をつけるサーキュラーエコノミー（循環型経済）の実現に

取り組んでいます。 

また、金型総合設計に高い評価を受ける一方、経済産業省と連携し、研究開発から販路開拓までの取り組みを支援する Go-Tech 事

業への参画や関西機械要素技術展や計測展、東京オートモ－ティブワールド展等の展示会に出展しました。Web 展示会・商談会を含

め認知度向上・取引先の拡大に結び付けています。 

 

 

 

 当社は創業より工程短縮による省力化、低コスト化実現をめざし、金属プレス金型製造において、半世紀

以上の経験・実績を積み重ね、お客様に独自の VE（Value Engineering）金型技術がご提案できるのが売り

です。これまでの金属プレス金型製作総数１万件を超える実績と、VE 提案で培った様々な経験を活かすこと

によって、リアルタイム非破壊検査欠陥検出システムおよび金型製造技術が、開発の成果、事業化、製作販

売の実績、成果につながりました。また、「金型のお医者さん」の強みは、執刀（ヨソ型の修理・改造）経験

値が約半世紀に上ることで、図面のない他社の中古金型でも修理や改造に対応します。これらのことから、

独自センサ（欠陥情報・計測技術）×金型のお医者さん（カルテ情報・加工技術）＝コーニシュ金型バンク

（商標登録済）でプレス金型新市場及び中古市場を開拓し、独自の商標“CORNICHE(コーニシュ)”のブラン

ドを構築し、技術力の PR と新規顧客の獲得に努めて参ります。昨今の新技術が瞬く間に過去のものとなるゼ

ロクリア現象を繰り返す中、残存するアフターマーケットの「金型のお医者さん」の事業と量産加工現場に

おける課題解決を促す独自システムでプレス金型に関する工程に新たな付加価値を提案していきたいと考えています。 

 

｜企業名：株式会社小西金型工学 

｜住 所：〒579-8014 

大阪府東大阪市中石切町 6 丁目 4番 47 号 

｜U R L：https://www.konishi-kanagata.co.jp/ 

 

｜窓口担当者：小西 修史 ／ 代表取締役 

｜TEL：072-981-3477 

｜E-mail: s@konishi-kanagata.co.jp  
 

 

要素技術の高度化に成功した「開発の秘訣」 

✔     

✔     

小西 修史 ／ 代表取締役 開発担当者 

▲プレス加工時に不良を発見 

コーニシュセンサシステム 


